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要　旨
京都市は，毎年，国内外から多くの観光客が訪れる国際観光都市の一つである。活発な人の移動や
物流により，国内外で発生している感染症が京都市に持ち込まれると，その感染が京都市内や国内外
に急速に拡大する危険性がある。特に，蚊等の節足動物媒介性感染症については，近年の世界的な温
暖化に伴う流行域の拡大が懸念されており，日本においても注意を要する感染症の一つとなっている。
媒介動物である蚊等の環境中での生息種や，その数，保有する病原微生物等を常に把握しておくこと
は，公衆衛生上重要である。そこで，本研究では，2013 年 5 月から 2014 年 3 月まで，京都市市街
地にあるK寺の境内において，夜間活動性の吸血蚊をCDCトラップで，昼間活動性の吸血蚊を人囮
法で捕獲し，その季節消長を観察した。Aedes（Ae.）albopictus（Skuse）（53%），Ae. japonicas（Theobald）
（0.2%）， Culex（Cx.）pipiens complex（46.1%）， Cx. tritaeniorhynchus （Giles）（0.4%），および Armigeres 
subalbatus（Coquillett）（0.3%）の 3 属 5 種，総計 1,407 個体の蚊が捕獲された。Cx. pipiens complex
の鑑別を PCR法で行ったところ，鑑別した蚊の約 95％が Cx. pipience pallens （Coquillett）であり，
約 3％が Cx. pipiens form molestus（Forskal）であった。捕獲された夜間活動性の吸血蚊のうち，約
98％が Ae. albopictus（Skuse）であり，捕獲数のピークは 7月であった。一方，昼間活動性の吸血蚊は，
主としてCx. pipiens complex と Ae. albopictus（Skuse）であった。それぞれの捕獲数のピークは異なり，
各々，6月と 7月であった。
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緒言
京都には国内外から多くの観光客が訪れるため，人々の訪問に伴って様々な感染症が持ち込まれ，
その流行が京都市内や国内外に急速に拡大する危険性がある。近年，地球温暖化の影響により，蚊な
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どの節足動物の生息域が拡大していることが報告されている。それに伴い，節足動物媒介性感染症の
流行域の拡大が懸念されている（Reiter, 2001; Kurane, 2010）。
日本における蚊媒介性感染症とその媒介蚊の調査は，日本脳炎が流行していた 1950 年代から 1960
年代にかけて盛んに行われたが（中条と太田，1952; 原田ら，1962; Fukumi et al., 1975; Wada et 
al.，1973），1980 年代以降あまり行われていない。京都でも，1950 年代から京都市衛生公害研究所
を中心に蚊類の生態調査が行われていた（中田ら，1953; 中田 , 1953; 中田と伊藤，1955）。しかし，
近年では，蚊の減少および日本脳炎等蚊媒介性感染症の減少に伴い，次第に蚊についての調査・研究
が行われなくなった。ところが，最近のデング熱の世界的流行（Murray et al.,2013）や，ニューヨー
クでのウエストナイル熱の突発的な流行と拡大（Gray and Webb, 2014），チクングニア熱のインド洋
の諸島からヨーロッパへの流行拡大（Waldock et al., 2013）等により，蚊媒介性感染症への対策の重
要性が再認識されつつある（Dash et al., 2013）。
ヒトの蚊由来感染症には，マラリアやフィラリア，日本脳炎，デング熱，黄熱，ウエストナイル脳
炎等が存在する（Tolle, 2009; Gubler, 2002）。マラリアは，主にハマダラカ属（Anopheles（An.）
Meigen, 1918）の蚊によって媒介されるが，実際の媒介蚊の種類は地域によって異なる（White et al., 
2014）。ヒトに寄生するマラリアには，三日熱マラリア，熱帯熱マラリア，四日熱マラリアおよび卵
形マラリアがある。日本では，過去に三日熱マラリアが流行していた。4種のマラリアに共通する主
な症状は，発熱や脾腫，貧血等である。フィラリアは糸状虫とも呼ばれ，中でもバンクロフト糸状虫
は世界各地に分布している（Simon et al., 2012）。バンクロフト糸状虫に感染した場合，陰嚢水腫や象
皮症を引き起こす（Miyoshi et al., 2006）。媒介蚊は，ネッタイイエカ（Culex（Cx.）quinquefasciatus 
Say）やアカイエカ（Cx. pipiens pallens （Coquillett）），コガタアカイエカ（Cx. tritaeniorhynchus 
（Giles）），シナハマダラカ（An. sinensis （Wiedemann））等である（Ludlam et al., 1970）。日本脳炎ウ
イルスは主にヤブカ属（Aedes spp.）の蚊（Gratz, 2004）や Cx. tritaeniorhynchus （Giles）等のイエカ
属（Culex spp.）が媒介する（van den Hurk et al., 2009）。日本脳炎ウイルスは日本を含む東南アジ
アに広く分布している（van den Hurk et al., 2009）。本ウイルスが , ヒトやウマに感染した場合，発
熱や神経症状を伴う脳炎を引き起こす（Misra and Kalita, 2010; Hubalek et al., 2014）。デング熱ウ
イルスは，主としてネッタイシマカ（Ae. ageypti（Linnaeus））やヒトスジシマカ（Ae. albopictus（Skuse））
によって媒介される（Urdaneta-Marquez and Failloux, 2011; Lambrechts et al., 2010）。本ウイルスは，
蚊の媒介によってヒトからヒトに感染し，熱症や出血熱を引き起こす（Puccioni-Sohler et al., 
2013）。黄熱ウイルスは，Ae. africanus が媒介する（Lee and Moore, 1972）。本ウイルスに感染した
サルはウイルス血症を起こし（Gardner and Luciw, 2008），ヒトでは出血熱を引き起こす（Monath 
and Barrett, 2003; Ishak et al., 1982）。ウエストナイルウイルスは，様々な蚊種が媒介すると考えら
れている（White, 2001）。鳥類がウイルスの伝播に重要な役割を果たしていると考えられている
（Gamino and Hofle, 2013）。本ウイルスの感染により，ヒトやウマに発熱と脳炎を引き起こす（Gyure, 
2009; Ulbert, 2011）。また，近年，インド洋の諸島や東南アジア，ヨーロッパで流行しているチクン
96 京都市市街地における蚊の調査
グニア熱の原因病原体であるチクングニアウイルスは，Ae. albopictus（Skuse）が媒介すると考えら
れている（Caglioti et al., 2013）。
これら蚊媒介性感染症の媒介蚊の多くは日本の自然界にも生息しているため，現在生息する蚊の生
態を明らかにし，各種病原体の保有状況を把握することにより，蚊媒介性感染症の流行を監視できる
ものと考えられる。本研究では，京都市の市街地にあるK寺の境内において，蚊を定期的に採取し，
そこに生息する蚊の種類と，その季節消長について調査した。
材料および方法
調査地および蚊の捕獲　
本調査は 2013 年 5 月～ 2014 年 3 月まで，2週間に 1度の割合でおこなった。調査地は，京都市
東山区にあるK寺（図 1）の境内である。K寺は，祇園に位置する京都市の観光地の一つである。蚊
の捕獲にはCDCトラップを用い，誘引剤としてドライアイス 500g を新聞紙に包んで保冷バッグに
入れ，CDCトラップの横に設置した。CDCトラップは一昼夜静置し，翌朝，回収した。また，人囮
法で昼間に吸血するために近づいてきた蚊を，捕虫網を用いて 8分間，sweeping することで捕獲した。
図 1．調査地
京都府（A），京都市（B）および京都市の市街地（C）の地図を示す。パネルCの黒い星印は，本調査・研究の調査地であるK
寺の地図上の位置を示す。
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捕獲した蚊の鑑別
捕獲した蚊は，佐々（1976）および田中（2008）らの形態学的分類法に従い鑑別した後，実験に
供するまで，-30℃の冷凍庫で保存した。
アカイエカ群（Cx. pipiens complex）に属するアカイエカ（Cx. pipiens pallens （Coquillett））とチカ
イエカ（Cx. pipiens form molestus （Forskal））については，形態学的な鑑別が困難であるため，Kasai
ら（2008）が開発したポリメラーゼ鎖増幅反応（PCR）法に従い種を鑑別した。蚊の DNA は
REDExtract-N-Amp Tissue PCR Kit（Sigma）を用いて抽出した。蚊 1個体と Tissue Preparation 
Solution 12.5μℓ，Extraction Solution 50μℓを同一のチューブに入れ，電動マイクロチューブホモ
ジナイザー（GINKO，BC-G10）で約 10 秒間破砕した。常温で 30 分間，静置した後，沸騰した熱
湯に 3分間，インキュベートし，常温に戻してからNeutralization Solution B を 50μℓ加えた。遠
心により，余分な残渣を除去し，上清をDNA溶液として，-30℃の冷凍庫で実験に使用するまで保
存した。
Cx. pipiens pallens （Coquillett）検出用PCRプライマーとしてK-19 B1246s と K-21 ACEpall2 を，
Cx. pipiens form molestus （Forskal）検出用 PCRプライマーとして K-19 B1246s と K-23 ACEpip2
を用いた（表1）（Kasaiら，2008）。DNA 1μℓに，K-19 B1246s （10pmol） とK-21 ACEpall2 （10pmol），
またはK-19 B1246s （10pmol） と K-23 ACEpip2 （10pmol） プライマーをそれぞれ各 1μℓ，滅菌蒸
留水（d.w.） 7μℓ ，2× GoTaq PCR酵素（Promega）10μℓを混合し，総量 20μℓの反応液とした。
PCRは，95℃で 2分間の前反応の後，95℃で 30 秒間のDNA変性，55℃で 30 秒間のアニーリング，
72℃で 30 秒間の DNA合成を 1サイクルとする反応を 30 サイクルおこない，最後に 72℃で 5分間
DNA合成を行って反応を終結させた。PCR増幅産物は 1.0％アガロースゲル内で電気泳動して分画
後，紫外線下で増幅産物を確認した。
結果
K寺の境内で捕獲された蚊種
CDCトラップを用いた夜間活動性蚊類の調査では，総計 1,101 個体の蚊類が捕獲された。内訳は
Ae. Albopictus（Skuse）が 448 個体（40.7％），およびCx. pipiens complex が 648 個体（58.9％），Cx. 
表 1．本研究で使用したプライマー＊
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tritaeniorhynchus （Giles）が 5個体（0.5％）であった。一方，人囮法では，Ae. Albopictus（Skuse）が
298 個体（97.4％），および Ae. japonicas（Theobald）が 3個体（1％），Cx. pipiens complex が 1 個体
（0.3％），Armigeres subalbatus（Coquillett）が 4個体（1.3％），捕獲された（表 2）。Ae. Albopictus（Skuse）
（746 個体，53％）とCx. pipiens complex （649 個体，46.1％）が全体の約 99％を占め，優占種である
と考えられた（表 2）。
次に，Cx. pipiens complex について，Kasai ら（2008）が開発した PCR 法で Cx. pipiens pallens 
（Coquillett）と Cx. pipiens form molestus （Forskal）を鑑別した（表 3）。調査した 59 個体の内，56
個体（94.9％）が Cx. pipiens pallens （Coquillett）に対する PCR に陽性で，2 個体（3.4％）が Cx. 
pipiens form molestus （Forskal）に陽性，1個体（1.7％）が両種に対して陽性であった（表 3）。
生息蚊の季節消長
2013 年 5 月から 2014 年 3 月まで，夜間活動性の蚊成虫を CDC trap で捕獲した（図 2D）。Cx. 
pipiens complex は 5 月に出現し，6月に捕獲数が約 400 個体となりピークに達した。その後，捕獲さ
表 2．本調査における捕獲蚊の種類と捕獲数
表 3．Cx. pipiens complex の蚊の PCRによる鑑別＊
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れる蚊数は急速に減少した（図 2D）。Ae. 
albopictus（Skuse）は Cx. pipiens complex の
減少に伴い，その捕獲数が増加し，7月に
ピークに達した。その後，11 月まで，捕
獲数は暫時減少した。12 月以降，翌年の 3
月まで，どの種の蚊も捕獲されなかった（図
2D）。
一方，人囮法により，昼間活動性の蚊を
捕獲した結果を図 2Eに示す。捕獲された
蚊種の約 97％（298/306 個体）は，Ae. 
albopictus（Skuse）であった。そのピーク
は 7 月であり，CDC trap で捕獲した Ae. 
albopictus（Skuse）のピークが一致してい
た（図 2Dおよび 2E）。
調査時の気象状況
2013 年 5 月から 2013 年 11 月まで，各
調査時の気温および湿度，照度を測定した
（図 2A～ 2C）。気温は 5月から 9月まで，
30℃前後に推移し，9月以降急速に低下し
た。蚊が捕獲されなくなった 11 月以降の
気温は 20℃を下回った（図 2A）。照度は， 
6 月の調査時で約 1,200 ルクス（Lux）と
高かったが，それ以外の調査では 100 ～
500 Lux に推移した（図 2B）。湿度は，8
月の調査時に約 62.5％と高かったが，それ
以外の調査時は，大きな変動は認められな
かった（図 2C）。
考察
京都市に生息する蚊の種類について
1950 年代を中心に日本各地で，蚊の捕獲調査が実施されたが，捕獲された蚊の種類や，その季節
的な消長は捕獲地域の環境条件や捕獲時の気象状況により異なっていた（中条と太田，1952; 原田ら，
1962; Wada et al.，1973）。したがって，日本各地に生息する蚊の種類や，蚊相は地域差が認められる。
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図2．調査地に生息する蚊の季節消長と，調査時の気象状況
　2013 年 5 月から 2014 年 3 月に K寺において，ドライアイスを誘引
剤として用いた CDC trap による夜間活動性の蚊と（D），8 分間
sweepinng によるの人囮法による昼間活動性の蚊の捕獲を行った（E）。
Cx. pipiens complex は黒塗りのバーで，Ae. albopictus（Skuse）は白色
塗りのバー，その他の蚊は暗灰色塗りのバーで示す。また調査時の気
温（A）と照度（B），湿度（C）を，それぞれ測定した。
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京都市付近においても，過去に，様々な方法で蚊の捕獲調査が実施されてきた（中田ら，1953; 中田 ; 
1953; 中田と伊藤，1955）。1953 年の中田らの調査では，京都市左京区黒谷と東山区清閑寺の高台の
墓地にある「あかうけ」内微陸水中の蚊幼虫の調査を行ったところ，Ae. albopictus（Skuse），Ae. 
japonicus，Ae. nipponicus, C. kyotonesis, Orthopodomyia anopheloides nipponica, Tripteroides bambusa, およ
び Uranotaenia bimaculata が捕獲された（中田ら，1953）。その中で，Ae. albopictus（Skuse）と Ae. 
japonicas（Theobald）が優占種であった。また，1952 年 5 月から翌年 4月まで，中田と伊藤は京都
市右京区太秦にある小学校の校庭で，light trap を用いた蚊成虫相の調査を行った（中田と伊藤 , 
1955）。 こ の 調 査 で は，Cx. pipiens complex や Cx. tritaeniorhynchus, An. sinensis, Cx. vishnui, Cx. 
bitaeniorhychus, Cx. rubithoracis, Armigeres subalbatus（Coquillett）他 13 種の様々な蚊種が捕獲された。
Cx. pipiens complex，Cx. tritaeniorhynchus, An. sinensis, および Cx. vishnui が優占していた。今回の調
査は，京都市東山区にあるK寺（図 1）の境内で行った。誘引剤としてドライアイスを用い，CDC 
trap により夜間活動型の蚊成虫と，吸血にやってきた飛来性の昼間活動型蚊成虫を人囮法により捕獲
した。K寺は祇園に位置し（図 1），京都への観光客が好んで訪問する場所であるため，ヒトからヒ
トへの病原体の伝播が比較的起こり易い環境であると考えられる。本調査では，Ae. albopictus（Skese）, 
Ae. japonicas（Theobald）, Cx. pipiens complex., Cx. tritaeniorhynchus（Giles），およびArmigeres subalbatus
（Coquillett）が捕獲され，Ae. albopictus（Skuse）と Cx. pipiens complex が優占種であると考えられ
た（表 2）。1950 年代に行われた中田らの調査（中田ら，1953; 中田 ; 1953; 中田と伊藤，1955）と
今回の調査を比較しても明らかなように，同じ京都市内でも，調査地や蚊の捕獲方法，調査年代が異
なれば，捕獲される蚊種は異なる。したがって，蚊の生態調査をする場合，定点における長期的な調
査が必要である。また，Cx. pipiens complex のような夜間活動性の蚊や，Ae. albopictus（Skuse）のよ
うな昼間活動性の蚊が存在する（図 2）。蚊の生態は，種により異なるため，調査の目的に応じた調
査計画を立てることが必要である。
京都の蚊の季節消長について
今回の調査で，2013 年 5 月から 2014 年 3 月までの Cx. pipiens complex と Ae. albopictus（Skuse）
の季節消長を観察できた（図 2Dおよび 2E）。Cx. pipiens complex の蚊は夜間活動性を示し，調査を
開始した 5月から 11 月まで捕獲され，そのピークは 6月であった（図 2D）。1952 年 5 月から 1953
年 4 月に，京都市右京区太秦にある小学校の校庭で行われた調査でも，Cx. pipiens complex は，3月
から捕獲され始め，その後11月まで捕獲されている。捕獲数のピークは，今回の調査と同じ6月であっ
た（中田と伊藤，1955）。また， 2011 年 5 月から同年 11 月に京都市中央区壬生および特定されてい
ないが市内の観光地某所でBG- センチネルトラップを用いて行われた調査では，調査を開始した 5
月から 11 月まで Cx. pipiens complex は捕獲されており，捕獲数のピークは 7月であった（池永ら，
2012）。この結果は，先の 2つの調査結果と比べて，Cx. pipiens complex の出現期間や捕獲のピーク
に一月の遅れが認められた。その理由として，調査地の環境や，調査した年の気象，捕獲方法等の違
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いが影響しているのかもしれない。
一方，今回の調査では，Ae. albopictus（Skuse）は，夜間も昼間も活発に活動していた（図 2Dお
よび 2E）。Ae. albopictus（Skuse）は，5月から 11 月まで捕獲され，そのピークは 7月であり，Cx. 
pipiens complex の蚊の捕獲ピークより 1月遅れていた（図 2Dおよび 2E）。中田と伊藤による京都市
右京区太秦での light trap による調査では，Ae. albopictus（Skuse）は 8月の終わりに 1匹のみ捕獲
された（1955）。2011 年の京都市中央区での調査では，Ae. albopictus（Skuse）は調査期間中（5月
から 11 月）捕獲されており，そのピークは 8月であった（池永ら，2012）。
京都の蚊の越冬について
Cx. pipiens complex は，洞窟内や暗渠で成虫のまま越冬する（Kobayashi et al., 2012）。Cx. pipiens 
complex の札幌系統で，実験的に，温度 21℃，13 時間より短日処理すると休眠個体が得られた（Oda
ら，1987，1991）。また，長崎と鹿児島で捕獲された系統では，12 あるいは 11 時間の日長で休眠個
体が現れた（Oda ら，1987，1991）。今回の調査では 11 月に気温が約 20℃となり，C. pipiens 
complex の蚊は越冬に入ったものと考えられる。
Ae. albopictus（Sukese）は，気温が 10℃前後となる 11 月頃から，卵の状態で越冬を開始する。また，
気温が 10℃以上となる翌年 3月頃から孵化が始まる（津田，2013）。京都市に生息する Ae. albopictus
（Skuse）も，概ね，同様な季節消長のパターンを示していると考えられた（図 2）。
以上のことから，ある種の蚊の季節的変動（消長）は，調査地の環境や，気温や日長などの気象条
件，調査年により変動することが明らかである。
蚊の生態調査の必要性について
Cx. pipiens complex に属する蚊の中で，日本で問題となるのはCx. pipiens pallens （Coquillett）と
Cx. pipiens form molestus （Forskal）である。両種は非常に近縁で，特に，雌では形態学的な鑑別が困
難である（Harbach, 2012）。また両種の地理的分布は，良く一致した（Mogi, 2012）。両種の季節消
長から，Cx. pipiens pallens （Coquillett）が夏季に問題となるのに対し，Cx. pipiens form molestus 
（Forskal）は冬季に問題となる。東京では，Cx. pipiens complex における Cx.pipiens form molestus 
（Forskal）の構成比率が春先や秋に高くなることが報告されている（Kim ら，2009；吉田ら，
2011）。両種とも，様々な動物種を吸血する。特に，鳥類を嗜好する（Sawabe ら，2010）。鳥類が保
有し，蚊によってヒトに伝播される日本脳炎ウイルスやウエストナイルウイルスの格好のベクターと
なる可能性がある。今回の調査では，捕獲された Cx. pipiens complex の蚊の約 95％が Cx. pipiens 
pallens （Coquillett）であり，冬季にCx. pipiens complex が捕獲されなかったため，京都市の調査地
でのCx. pipiens form molestus （Forskal）の生態学的役割は，東京のそれとは異なるのかもしれない。
しかし，夏季にCx. pipiens pallens （Coquillett）の活動が，冬季にCx. pipiens form molestus （Forskal）
の活動が活発になった場合，鳥類が保有する人獣共通感染症の原因病原体の伝播が通年で可能となり，
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今日における当該感染症の発生様式に変化を来すかもしれない。また，両種を鑑別するPCR検査で，
両種に対するPCRに陽性となったものが 1個体あった。これは，検査の過程でのコンタミネーショ
ンの可能性も考えられるが，両種の蚊の交雑種の可能性もある。実際に，両種の交雑個体の存在は，
既に報告されている（Kim ら，2009；吉田ら，2011）。もし，今回，見つかった個体が交雑種であっ
た場合，その生態学的特徴を，さらに詳細に調べる必要がある。
近年，ウエストナイル熱（Gray and Webb, 2014）やデング熱（Murray et al.,2013），チクングニ
ア熱（Caglioti et al., 2013）の流行が，世界的に拡大されつつある。日本においても，デング熱やチ
クングニア熱は輸入感染症として，既に報告されている。また，隣国であるロシアでは，ウエストナ
イル熱が既に発生している。これらの蚊媒介性感染症についての公衆衛生上の対策を講じる上でも，
ベクターとしての蚊の生態を解明しておくことは，重要である。例えば，デングウイルスやチクング
ニアウイルスの媒介蚊である Ae. albopictus（Skuse）の日本における分布の北限地域では，年平均気
温が 11℃以上であることが報告されている（Kobayashi ら，2002）。岩手県での当該蚊の調査では，
分布の北限が以前の調査時に比べて 100km 北進していた（佐藤ら，2012）。この現象の原因は，岩手
県の年平均気温が 10.8℃に上昇したためであろうと考えられている。地球レベルの温暖化の進行に
伴って，東北地方や北海道の年平均気温が上昇し，蚊の生息域が北方に拡大していることを示してい
る。仮に，現在のところ日本の自然環境に定着していないデングウイルスやチクングニアウイルスな
どが，国内に侵入してきた場合，東北地方までその感染が短期間に拡大する危険性がある。
私たちは蚊の生態について，まだ知らないことが多い。蚊の生理や生態学，季節消長や吸血嗜好性
等の活動パターンを詳細に調べることは，佐々のいう基礎科学としての「蚊学」の進歩に繋がる（佐々，
1976）。また，蚊が媒介する感染症に対する，有効な予防・治療法の開発に繋がるものと考えられる。
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Abstract
Kyoto is one of the historically important and famous international cities for site-seeing. Every 
year, many visitors come to Kyoto City from all over the world. Once a certain infectious disease is 
imported into Kyoto City from visitor’s home town in which the outbreak of the disease occur, the 
disease might be spread rapidly to whole the city and even to other countries. Especially, arthropod-
borne diseases have been a world public health problem because of on going global warming. In this 
study, we conducted vector surveillance for mosquito-borne diseases at a temple “K” located at urban 
area in Kyoto City, from May, 2013 to March, 2014. Mosquitoes were captured using CDC-dry ice 
trap for night-active mosquitoes, and using human-trap for day-time active ones. We captured 1,407 
mosquitoes belonging to three genera including 5 species, Aedes（Ae.）albopictus（Skuse）（53%）, Ae. 
japonicas（Theobald）（0.2%）, Culex（Cx.）pipiens complex（46.1%）, Cx. tritaeniorhynchus（Giles）（0.4%），
and Armigeres subalbatus（Coquillett） （0.3%）. We genetically classified Cx. pipiens complex further 
into Cx. pipience pallens（Coquillett）（around 95%）and Cx. pipiens form molestus（Forskal）（around 
3%）. Ae. albopictus（Skuse）was predominant among mosquitoes captured as day-time active ones. 
The population peak of Ae. albopictus（Skuse）during research period, was June, 2013. Cx. pipiens 
complex and Ae. albopictus（Skuse）were predominant species as night-time active ones. The 
population peak of Cx. pipiens complex and Ae. albopictus（Skuse）were June and August, 2013, 
respectively.
Keywords : Kyoto City, Mosquito surveillance, CDC trap，Human trap, Seasonal change
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